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建設省出雲工事事務所では、斐伊川・神戸川流域の抜本的な治水対策として斐伊川放水路事業を

推進しています。

事業の実施に際しては、埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ関係機関と協議しながら進めてい

ますが、避けることのできない埋蔵文化財については、事業者の負担によって必要な調査を実施し、

記録保存を行っています。

当事務所では放水路の早期完成を目指し、平成 3年度から島根県教育委員会のご協力のもとに調

査を行っています。今回調査箇所からは古墳時代後期の横穴式石室 2基、また縄文時代以降の遺物

が発見されました。

建設省出雲工事事務所といたしましては、今後も同教育委員会と調整を図りつつ、貴重な埋蔵文

化財の記録保存のため調査を円滑に進めてまいりたいと考えており、本報告書が、埋蔵文化財に対

するよリー層の関心とご理解を得るための資料としてお役立てていただければ幸いに思います。

最後に今回の発掘調査及び本書の編集にあたり、ご指導ご協力いただいた島根県教育委員会並び

に関係各位に対し、心から厚くお礼申し上げます。

平成12年 3月

建設省中国地方建設局出雲工事事務所

所長 五 道 仁 実



序

島根県教育委員会は、建設省中国地方建設局の委託を受け、平成 3年度以来、斐伊川放水路建

設予定地内で遺跡の発掘調査を行っています。本書は平成10年度に発掘調査を実施した遺跡のうち、

三田谷Ⅲ遺跡について、その調査結果をまとめたものです。

斐伊川・神戸川の二大河川が流れる出雲市周辺地域は、島根県内でも有数の遺跡集中地域であり、

数多くの歴史的文化遺産の残っているところです。今回は、斐伊川放水路開削部のうち、上塩冶町

内の調査を行いました。この調査により、 6世紀後半の横穴式石室を発見するなど大きな成果を上

げることができました。いずれも、この地域の歴史を解明する上で貴重な資料となるものです。

本書が地域の埋蔵文化財に対する理解や歴史学習に活用されることを期待いたします。

なお、発掘調査及び本書の刊行にあたりましては地元の皆様、建設省中国地方建設局出雲工事事

務所をはじめ、関係者の皆様から多くの御協力を得ましたことに対して心から御礼申し上げます。

平成12年 3月

島 根 県 教 育 委

教育長 山 悠 雄

員 会



例    言

1。 本書は建設省中国地方建設局の委託を受けて、島根県教育委員会が平成10年度に実施 した、斐

伊川放水路建設予定地内三田谷Ⅲ遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査組織は次の通りである。

調査主体 島根県教育委員会

○平成10年度 [1999]

事 務 局 勝部 昭 (文化財課課長)、 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター長)、 島地徳郎

(課長補佐)、 秋山 実 (課長補佐)、 松本岩雄 (課長補佐)、 川幡 崇 (企画調整

係主事)、 山本悦子 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員 内田律雄 (調査第 2係主幹)、 伊藤 智 (埋蔵文化財調査センター主事)、 持田和

男 (文化財保護主事)、 石原隆文 (臨時職員)

○平成11年度 [2000]

事 務 局 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)、 秋山 実 (総務課課長)、 松本岩雄

(調査課課長)、 今岡 宏 (総務係係長)、 渡邊紀子 (主任主事)、 川崎 崇 (主事)、

山本悦子 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員 伊藤 智 (埋蔵文化財調査センター主事)

3。 発 掘 作 業 (発掘作業員雇用、測量発注ほか)については、島根県教育委員会から中国建設

弘済会へ委託 して実施 した。

社団法人 中国建設弘済会島根支部

布村幹夫 (現場事務所長)、 原 博明、中村弘巳、小村敏行、高橋憲生、岡田篤史、板倉

次郎 (以上哉術員)、 板倉律子、渡部美智子 (以上事務員)

発掘作業員

青木俊幸、荒薦重子、荒薦 実、飯塚春枝、飯塚美代子、石川美奈子、板垣芳子、奥井惣

一、奥井久子、加藤敏男、板垣幸子、塩野啓子、高橋イキコ、高橋加代子、富田 トシ子、

富室 和、成相律子、日野定雄、三成銀一郎、山田朝野、吉田末子、吉田延子、吉田清夫
4.発掘調査にあたっては、以下の方にご指導 していただいた。(敬称略)

渡部貞幸 (島根大学法文学部教授)

5,遺物の実測・整理などは主として調査員が行い、松本岩雄、柳浦俊一、岡本友紀、門脇卓子、

佐々木孝子、難波夏枝、阿部春枝、糸賀五月、加藤麻子、須山啓子、田村尚子、原 昭枝の協

力を得た。

6.遺物の写真撮影は調査員で行った。

7.挿図中の方位は、第 1図については国土調査法による第座標系の軸方位で、その他については

磁北方位を示 している。

8,本書で使用した遺跡記号は以下の通りである。

SI(竪 穴住居跡) SX01(三 田谷 4号墳) SX02(三 田谷 5号墳)

9.出土遺物及び、実測図、写真は島根県埋蔵文化財調査センターで保管 している。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

斐伊川放水路事業は斐伊川の計画高水流量の一部を中流左岸の出雲市大津町来原付近から新たに

放水路を開削して分流 し、出雲市上塩冶町半分付近において神戸川に合流させるものである。また、

それにより神戸川下流は、神戸川の自己流量と斐伊川からの分流量を合わせて、計画高水流量の斐

伊川放水路として必要な掘削・築堤工事を行おうとする事業である。その規模は、開削部4 1km、

拡幅部9,Okmで、全長13.lkmに も及ぶ。この計画は、斐伊サIIの 流水の一部を早 く、 しかも安全に日

本海に流すことを目的としたもので、島根県が昭和44年 に基本構想を発表、同50年 に基本計画を策

定 し、建設省が同51年に確定 したものである。ルートの最終決定は54年のことであった。

こうした事業計画の推移 。決定のなか、島根県教育委員会は昭和50年度に島根県企画部の依頼を

受けて、分流地域の分布調査を実施 し、その結果を昭和51年 3月 に「斐伊川放水路建設予定地域埋

蔵文化財分布調査報告」としてまとめ提出した。また、昭和53・ 54年度には、建設省出雲工事事務

所から委託を受けて、上塩冶を中心とする出雲市全域と簸川郡大社町に所在する遺跡を対象としな

がら一部発掘調査を含んで分布調査を行い、この結果をもとに、昭和55年 3月 に『出雲・上塩冶地

域を中心とする埋蔵文化財調査報告書』を刊行 した。

その後、事業地の用地買収が進む一方で、平成元年度より建設省出雲工事事務所、島根県斐伊川

神戸川治水対策課及び島根県教育庁文化課の三者で協議が進められ、平成 3年 1月 には文化課が再

度分布調査を実施 した。そして、同年度末には同事務所と文化課との間で協議文書が交わされ、事

前に予定地内にある埋蔵文化財を発掘調査することが決定 し、平成 3年 4月 より発掘調査事業がス

タートすることとなった。

第 2節 調査の経過

三田谷Ⅲ遺跡の発掘調査は平成10

年 4月 13日 から開始 し、同年12月 25

日に現地においての調査をほぼ完了

した。期間の前半は谷部 (1区)の

調査を中心に行い、農作業用道路の

付け替え工事終了後の8月 下旬から

斜面裾部 (2区)の調査に入った。

調査面積は3,353♂であった。
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第2章 位 置 と 環 境

三田谷Ⅲ遺跡は出雲市上塩冶町に所在 し出雲平野の南側丘陵に位置する。この丘陵は南から北に

向かって伸びており、出雲平野に丘陵の尖端がやや突き出た状態になっている。また丘陵の東西を

斐伊川、神戸川が流れており、出雲を代表する2大河川が最も接近する場所でもある。この地は古

墳時代後期の出雲西部を代表する墳墓が存在する。出雲市今市町の大念寺古墳は全長91mを測る県

内最大級の前方後円墳である。全長12.8mの 横穴式石室を有 し、奥室には長さ33m、 幅1.7m、 高

さ1.9mを測る家形石棺が置かれている。大念寺古墳は、当時の出雲平野を統轄するような強固な

政治力・経済力を有した首長の墓であったと考えられる。大念寺古墳に続く首長墓であったと考え

られる上塩冶築山古墳は大念寺古墳の南南西1.6kmに位置する。墳丘は後世かなり削 り取 られてい

るが本来は直径40数mの円墳と推定される。全長14.6mの 横穴式石室を有 し、奥室に長さ2.8m、

幅1.4m、 高さ1.7mま た長さ2.lm、 幅1.4m、 高さ1.4mを測る2個の石棺が置かれている。上塩冶

築山古墳の南600mの位置にこれに続 く首長墓であったと考えられる地蔵山古墳が存在する。後世

かなり削り取られており墳形、墳丘規模は定かではない。全長9.Omの横穴式石室を有 し、奥室に

長さ2.4m、 幅0.8m、 高さ1.4mの 石棺と、長さ2.4m、 幅1.3m、 高さ0.5mの 石床が置かれている。

地蔵山古墳以降は首長墓クラスの大型古墳はこの地区ではなくなり、代わって凝灰岩に横穴墓が多

数築造されるようになる。また地蔵山古墳の南270mの位置に復元全長40mを 測る前方後円墳の半

分古墳が存在する。詳細は不明であるが、石室形態により大念寺古墳と同時期の古墳と考えられて

いる。

近年の発掘調査で三田谷及びその周辺で横穴式石室が幾つか調査されている。三田谷の丘陵斜面
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または裾部に今回の調査を含めて5基の石室が確認されており、時期が不明のものもあるが、石室

形態などから上塩冶築山古墳と同時期頃構築されたと考えられる。また三田谷から北東に丘陵を一

山越えた谷に大井谷 1号墳が確認されている。地蔵山古墳に続く時期、つまり塩冶地区で横穴墓が

盛行していた時期に構築された可能性がある。大井谷 1号墳から北東300mに は狐廻谷古墳が確認

されているが、墳丘及び石室の多くは失われていた。

また三田谷の南に位置する神戸川に面した丘陵斜面には光明寺古墳群が存在し、横穴式石室を持

つ古墳があることが知られている。

周辺の後期古墳一覧表

遺 跡 名 遺  跡  名

1 三 田 谷 1号 墳 7 狐 廻 谷 古 墳

2 三 田 谷 2号 墳 8 地 蔵 山 古 墳

3 三 田 谷 3号 墳 9 半 分 古 墳

4 三 田 谷 4号 墳 10 光 明 寺 1号 墳
5 三 田 谷 5号 墳 11 光 明 寺 2号 墳
6 大 井 谷 1号 墳 12 光 明 寺 3号 墓

-3-



第3章 遺 跡 の 概 要

三田谷Ⅲ遺跡は出雲市上塩冶町に所在 し、神戸川右岸の標高17～23mの三田谷のいちばん奥に立

地する遺跡である。三田谷は、出雲平野に向かって南から北に突き出た丘陵の北西端で東の斐伊川

と西の神戸川に挟まれた場所に位置している。遺跡は南側の谷部 (1区)と 北側の丘陵裾部 (2区)

からなっている。遺跡の範囲内は近年まで耕作地として利用されていた。

1区は、谷のいちばん深い部分にあたり遺構は確認できなかったが縄文時代前期末から古墳時代

前期にかけての遺物包含層を確認 した。 2区は丘陵の裾の部分にあたり、古墳時代中期の竪穴住居

1棟、古墳時代後期の横穴式石室 2基、古墳時代前期から近世にかけての遺物を確認した。

横穴式石室は西から三田谷 4号墳、 5号墳とした。 2基とも凝灰岩の切石をもちいているが、後

世の攪乱により2基 とも完全な形をとどめてはいなかった。 4号墳石室東の墳丘下に竪穴住居を確

認 したが、丘陵斜面に立地 しており斜面下方 (南側)は流出していた。また 5号墳の墳丘東から子

持壺が出土したが、 5号墳に伴うかどうかは確認できなかった。
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第 3図 調査区位置図 (1:2000)
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第4章 2 調 査

2区は谷をつくる北側斜面の裾の部分にあたり、北西から南東にのびる細長い地形で最近まで斜

面を削って耕作地として利用されていた。調査の結果、横穴式石室 2基、古墳時代中期の竪穴住居

1棟を確認 した。横穴式石室については、近年の三田谷における発掘調査によりすでに3基の横穴

式石室が確認されており、今回調査した 2基については西から三田谷 4号墳、三田谷 5号墳とした。

また竪穴住居は、三田谷 4号墳石室東側の盛上の下から検出された。その他遺構に伴わない遺物と

して、須恵器、土師器、子持壺などを確認 した。

(1)横 穴 式 石 室

三 田谷 4号墳

立地 三田谷 4号墳は三田谷の一番奥まった部分の斜面裾に位置する。北側は丘陵斜面、南は谷の

最深部で、谷を挟んだ南側の丘陵部には三田谷 1号墳が位置していた。石室は標高19m付近に構築

されている。

墳丘  (第 5図)前述 したとおり石室周辺は最近まで耕作地として利用されており、全体的に攪乱

をうけている。また石室の位置はちょうど加工段と加工段の間の斜面に位置しており、墳丘の南半

分及び南西部分は流出してなくなっている。さらに北側については調査できなかったので、墳丘の

確認は、石室の東側と西側の一部にとどまった。墳形、墳丘規模は判断できない。

墳丘構築状況  (第 7、 8図)石室構築前の旧表土は石室西側で確認できた (第27層 )が、他から

は確認できなかった。東から西に、また北から南に緩やかに下る旧地形の高い部分、つまり石室東

及び北側を削り出し平坦面をつくって石室を構築 している。平坦面は、現状で南北4.7m、 東西2.8

mの大きさで、平面隅丸方形をなしている。平坦面に石室を構成する凝灰岩の切石を 1段置いた後、

拳大から直径50calを超える裏込め石を置いて土 (第25層)を盛っている。さらに黒色粘質土と黄褐

色粘質土 (第 9～24層)を交互に敷き詰めて裏込めをしている。側壁及び奥壁が 1段 しか残ってお

らず、また攪乱をうけているため正確には分からないが、その上を赤褐色粘質土 (第 8層/第20図―

第 4、 5層)で墳丘を成形していたと考えられる。なお第 1層から第 7層は後世の攪乱及び耕作土

である。

石室  (第 9、 10、 11、 15図)石室は主軸をS-14° ―Eに とり、ほぼ真南に開口する。現状で奥

壁 1枚、右側壁は奥壁から5枚、右側壁は3枚残存 し天丼石は残っていない。石材は全て凝灰岩の

切石である。奥壁から4枚目の右側壁は現状で斜めに切った状態で 2段になっているが、本来は 1

枚の石材で、切り組み積み加工 した後に割れたと考えられる。よって奥壁、両側壁は1段のみ残存

する。また奥壁から3枚目と4枚目の右側壁部分と、 2枚目と3枚目の左側壁部分が現状でそれぞ

れ30cm、 40cmあ いている。本来この位置に袖石が挟まれていた可能性がある。 4枚目と5枚目の右

側壁は正面から見て内側 (西側)に傾いているが、これは後世の攪乱による。現状で玄室の規模は

長さ2.4m、 幅12m、 高さ1.Om、 羨道の規模は長さ17m、 幅1.2m、 高さ0。 7m、 石室全体の長さは

4.4mを測る。玄室内には凝灰岩の切石による床石 2枚 (本来は1枚の石)と 有縁石床 2枚がほぼ

原位置に近い状態で残されている。床石は縦90cm横40cm高 さ10cmの ほぼ平面長方形に近い形で、奥

-5-
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第 5図 三田谷 4号墳墳丘測量図  (1:200)
0                           10m
|

壁と右側壁に接 している。有縁石床は本来は玄室の左側壁に接する状態で 3枚ないしは4枚の切石

で、縁は平面逆L字状に設置されていたと考えられるが、現状では奥壁側の 1枚と玄門側の 1枚を

とどめているのみである。大きさは長さ20m、 幅58～68cm、 仕切を含めた高さ15 cm、 仕切の高さ

3 cal、 仕切の幅 7～ 10cmを 測る。現状で残っている石材は上面がかなり壊れており、本来の構造を

推 し量るのは困難であるが、奥壁から2枚目の右側壁上面に切り組み積みの痕跡がみられることか

ら玄室については奥壁は 1段、両側壁は2段以上の構造だったと考える。羨道についても奥壁から

4枚目の右側壁上面に切り組み積みの痕跡があり、 2段以上の壁体構造だったことが分かる。また

左右の側壁によって奥壁を挟む構造になっている。石材は前述した平坦面に基底石据え穴を設けず

にそのまま置かれている。また玄室の外側には石材に寄り添うように裏込め石が置かれている。羨

道部外側は攪乱がはげしく、裏込め石は少 ししか確認できなかった。

遺物出土状況  (第11、 12、 13、 14図)古墳は斜面に構築されており、さらに後世の攪乱もあって

多 くの遺物は流出していると思われる。石室東の墳丘と地山の境界近くでまとまって須恵器が出土

している。須恵器がまとまって出土していることと、緩やかに窪んだ地形が地山面において】ヒから

南に伸びていることから、本来この部分に古墳の周溝がめぐっていた可能性が考えられる。ただ第

11、 12図 に示す須恵器は耕作土直下の墳丘流土 (第20図第 1層直下、第 3層上面)か ら出上 してお

り、周溝に、または墳丘上、墳丘中に置かれていたかは判断できない。石室内についても床石及び

石床の下まで攪乱をうけている。第18図 に示す遺物は第 4～ 6層中から出土し、第14図 に示す遺物

は第 7層から出土 した。

遺物  (第11、 12、 13、 14図)遺物は須恵器、金属器が出土 している。墳丘からは須恵器堺蓋 3個、

郭身 1個、高郭 7個、はそう2個、甕片多数が出上 している。石室から、須恵器は必蓋 6個(高郭

1個、壺 1個、低脚邦 1個、金属器は鉄製大刀 1振り、金環 1個が出土している。

須恵器 11-1の 必蓋は天丼部にヘラケズリしているが11-2の邪蓋はヘラ切りの後ナデている。

また11-6の高界は脚部に長さ2 cm、 幅 2 mmの 2条のヘラ記号がある。また12-4と 12-5の 高郭

についても同様のヘラ記号がみられる。石室内出土須恵器では郭蓋が多く、12-7の外蓋は天丼部

ヘラケズリしており、12-4、 12-5の外蓋は、擬宝珠のつまみがある。

金属器 13-1は金貼り耳環で芯は中空であるが、地金の材質は不明である。14-2は大刀の刃か

ら茎にかけての一部分で外装や目釘孔はない。
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三田谷Ⅲ遺跡 2区調査終了後測量図
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第 7図 三田谷 4号境実測図  (1:40)
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1.赤褐色粘質土
2.赤褐色粘質土
3.赤褐色粘質土
4.赤褐色粘質土
5.暗赤褐色粘質土
6.黒色粘質土
7.赤褐色粘質土
8.赤褐色粘質土
9.黒茶褐色粘質土

10.黒色粘質土
11.黒色粘質土
12.黄褐色粘質土
13.黄褐色粘質土
14.黒色粘質土
15.黄褐色粘質土
16.黒色粘質土
17.黒色粘質土
18.黄褐色粘質土

19.黒色粘質土
20.黄褐色粘質土
21.黒色粘質土
22.黄褐色粘質土
23.黒色粘質土
24.黄褐色粘質土
25。 茶褐色粘質土

26.黄茶褐色粘質土
27.黒色粘質土
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第 9図 三田谷 4号墳石室実測図 1 (1140)
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第10図 三田谷 4号墳石室実測図2 (1:40)
m

三 田谷 5号墳

立地 三田谷 4号墳のほぼ真東20mの斜面裾部、標高21m付近に構築されている。

墳丘 三田谷 4号墳同様に墳丘南半分は流出及び後世の攪乱により確認できず、北側については調

査区外であり、石室東側の上層でわずかに確認したにとどまった。

墳丘構築状況 (第 16図)古 墳構築前の地山は石室東と西で確認できた。(第 1、 2層)石室を構

成する石材を運搬、整形したためか、凝灰岩片が確認できる。(第 3層)石材を置き、裏込めをし、

墳丘の成形をしている。(第 4～10層)右側壁から西側については、墳丘崩壊時以後の攪乱である。

(第14～ 16層 )

-12-
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第 11図 三田谷4号墳遺物出土状況 1 (遺構 1:80/遺物 1:3)
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第 12図 三田谷4号墳遺物出土状況2 (遺構 1:10/遺物 1:3)

石室 (第17図)石 室は主軸をS-11.5° ―Wに主軸をとり、ほぼ真南に開回する。現状で右側壁

3枚と床石の一部が残るのみで、他の石材については壊されている。また一部の石材は動かされ積

み直して溝状の施設の壁体として再利用されていた。石材は全て凝灰岩の切石である。石室部分は

地山まで攪乱をうけており、石室構造及び石室構築過程は判断できない。

遺物出土状況 後世の攪乱がひどく原位置をとどめている遺物は確認できなかった。ただ石室周辺
の凝灰岩片の多くみられる層 (第14層)か ら須恵器及び耳環が出土している。また石室東の墳丘直

上の流出土から子持壺が出土しているが、この古墳と直接関係しているかは確認できなかった。

まとめ 三田谷 4号墳、三田谷 5号墳は、共に凝灰岩の切石を使った横穴式石室である。出雲市周

辺 (旧国出雲西部)の横穴式石室の構造による編年が研究されており、西尾・角田編年によると横

穴式石室は大きく3期に分かれる。玄室を構成する各壁に注目すると、 1期は石室の各壁は割石・

自然石で構成され、奥壁は巨石を利用して天丼石との間隙には1～ 2段の石材を補っている。 2期

は玄室の奥壁に切石の1枚石、側壁は切り組み積みの手法をもちいて構成し、天丼石には自然石を

利用している。 3期は玄室の各壁 。天丼を切石の1枚石で構成している。さらに2期は側壁の構成

法により2a類と2b類に細分される。 2a類は玄室側壁を切り組み積みの手法を駆使しながら4

―-14-―
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第 13図 三田谷4号墳石室内遺物出土状況 (遺構 1140/遺物 1:3)

～ 5段積みにし羨道を切石で構成するもの、 2b類は大形の切石を部分的に切り組み積みを取 り入

れながら2～ 4段に積み上げ羨道を割石で構成するものに分けることができる。三田谷 4号墳は奥

壁が 1枚で側壁が現状では1段であるが、切り組み積みの痕跡があり2段以上で構成されていたと

思われる。奥壁の高さから側壁を 5段以上積んでいたとは考えられないので、 2b類に分類できる

と思われる。 2b類 は側壁に挟まれた両袖式が多いが、三田谷 4号墳の場合は前述 したとおり奥壁

から手前に向けて 2mの位置に袖石が挟まれて玄門があったと推測できるが、現状では残っておら

ずまた攪乱もひどく抜き取り痕も確認できなかった。また凝灰岩の切石を使った、組み合わせ式に

よる有縁石床が玄室西側に設置してあった。出雲市周辺で類例を挙げると、古墳では出雲市古志地

区の放れ山古墳に2～ 3枚の切石からなる3基、また馬木地区の小坂古墳には左右の切石からなる

床石に段差をつけることにより石床を表 している1基がある。横穴墓では上塩冶横穴墓群第22支群

2号穴の玄室の左右に凝灰岩切石で構成されたそれぞれ4枚、 2枚の2基、第32支群 8号穴の玄室

右に切石による4枚の 1基がある。また切石による床石を敷いている古墳は、古志地区の大梶古墳、

馬木地区の光明寺 2号墳、小坂古墳、塩冶地区の三田谷 3号墳が挙げられる。また今回の発掘調査

で古墳に伴う須恵器が出土した。大谷晃二氏による出雲地域の須恵器の編年によると堺蓋の分類で

はA4～A7型に分類され、出雲 4～ 5期にあたり、畿内との平行関係ではT K43～ T K217に あ

たる。

三田谷 5号墳は、石室を構成する石材がほとんど残っておらず石室構築時の構造を知るのは不可

能である。右側壁と考えられる3枚の切石は全長40～70cmで、 4号墳で使われている石材よりも小

さい。また床石の一部も残っていた。石室付近の攪乱土から出土した須恵器で時期が分かるものは、

長脚無蓋高イ (第21図 -3)が あげられ出雲 5期にあたる。
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第 15図 三田谷4号墳調査終了後実測図  (1:40)
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1.暗茶色粘質土

2.淡茶褐色粘質土

3.褐色粘質土

4.黒茶褐色粘質土

5。 淡赤褐色粘質土

6.赤褐色粘質土

7.茶褐色粘質土

8。 赤褐色粘質土

9.茶褐色粘質土

10。 明褐色粘質土

11.黒褐色粘質土

12.暗黄茶褐色粘質土

13.茶褐色粘質土

14.黄褐色粘質土

15.暗茶褐色粘質土

16.茶褐色粘質土



宅                   ,m

第 17図 三田谷 5号墳石室実測図  (1:20)
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第 18図 三田谷 4号境及びS101実 測図  (1180)

(2)竪 穴 住 居

S101(第 18、 20図) 三田谷 4号墳の東 6m、 斜面裾に位置する。三田谷 4号墳の盛土下で検

出した。斜面に位置しているため谷側 (南側)部分は流出し、山側 (北側)部分は調査区外となる

ので一部分しか検出できなかった。東西両壁に壁体溝があり、また貼り床も確認した。ピットはい

くつかあったが、主柱穴の確認はできなかった。耕作土 (第 1層)下は、三田谷 4号墳墳丘流土

(第 2、 3層)、 墳丘盛土 (第 4～ 7層)、 S101流入土 (第 8、 11層)、 貼り床 (第 9、 10層 )、

旧表土 (第12層)である。住居は少なくとも一度建て替えられた可能性があり、その痕跡は8層と

■層の境界に置いて確認できる。

S101出 土遺物 (第19図) 遺物は土師器の低脚郭 1個、甕 3個が出上している。19-1は低脚

堺で丸みをおびた郭部と低い脚部を有するもので、日縁部はやや外反している。19-2は甕で日縁

部中程で「く」の字に屈曲している。全体的にやや厚手で頸部に綾杉文をめぐらしている。19-3

は全体的にやや薄手で日縁端部に平坦面を持っている。19-4は甕で口縁部中程でわずかに屈曲し

ている。 1は松山智弘氏の編年で I～Ⅲ期、 2～ 4はⅢ期にあたると考えられる。
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◎

⑮

1.暗茶褐色粘質土―

2.赤褐色粘質土

3.淡茶褐色粘質土

4.赤褐色粘質土

5.赤褐色粘質土

6.黄褐色粘質土

第 20図 S10

7.黒褐色粘質土

8.黒色粘質土

9,暗青灰色粘質土
10.暗青灰色粘質土

11.青灰色粘質土

12.黒色粘質土

1実測図及び土層図 (1:60)

(3)2区出土遺物 (第21、 22図)

21-1～10、 15～23は須恵器、21-■～14は土師器、21-24、 25は金属器である。 1は甕の日縁

部で外面上方に浮文を持っている。2は邦蓋である。3は高邦で脚部に三方から線刻状の1透かしを

持っている。4は器種不明である。 5～10は恭勇で、5は底部にヘラケズリしており、10は 5～ 9

よリー回り小さい。 1、 9は三―田谷5号墳墳丘上の流土 (第16図一第■層)か ら、2、 4、 6、 8

は三田谷4号墳墳丘流土 鶴 躙図―第3層)か ら、3、 5、 7、 10は 5号墳石室付近の攪乱土 (第

16凶―第14層)か らそれぞれ出土している。11～ 14は甕で、■.は厚手で口縁部中程でやや「く」の

字に屈曲する。12は単純日縁でやや外反している。13は日縁中程にわずかに稜を―持ち、直線的に伸

びている。14も 口縁端部より少 し下がった位置に小さい稜を持ちている。■～14は S101流入土
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第 21図  2区出上遺物実測図 1 (1、 1:4/2～ 23、 1:3)
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第 22図  2区出土遺物実測図2 (1:3)

(第20図一第 8層)か ら出土 している。11、 12は松山Ⅲ期、13は Ⅱ期、14は Ⅲ～Ⅳ期にあたると考

えられる。15～ 17は郭蓋、18、 19は雰身である。20～ 21は高台付郭である。22は高郭で脚部に三方

から2段の透かしを持っている。23は脚の付いた壺で胴部にカキロが施されている。15は大谷編年

で 5期、16、 17は 4期にあたると考えられる。15～23は耕作土から出土 している。24、 25は銅芯の

耳環である。24は三田谷 4号墳流入土中から、25は三田谷 5号墳石室付近の攪乱土 (第 16図―第14

層)か ら出土 している。

22-1～ 8は須恵器の子持壺である。 とは親壺の胴部である。 2は親壷と脚部の接合部分で 1と

同一個体と思われる。 3～ 7は子壺である。 3、 4は親壺肩部と子壺底部が接合 したままの状態で

出土 しており、 4の子壺底部は穿孔 しているが、 3の底部は穿孔 していない。 5～ 7は親壺肩部か

ら子壺底部が剥脱 したものである。子壺底部は穿孔しているが親壺肩部が穿孔 してあったかどうか

は不明であると 8は親壺と脚部の接合部分と思われる。子持壺はすべて焼成が悪 く淡褐色を呈して

いる。

参 考 文 献

島根県教育委員会 「上塩冶横穴墓群」「斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ」1998

島根県教育委員会 「三田谷Ⅱ遺跡。上沢I遺跡」「斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書I」 1994

島根県教育委員会 「上塩冶横穴基群20・ 21支群」「斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ」1995

島根県教育委員会 「出雲。上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財調査報告書」 1980

大 谷 晃 二  「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根県考古学会誌』11 1994

松 山 智 弘  「出雲における古墳時代前半期の土器の様相一大東式の再検討一」『島根県考古学会誌』81991

角田徳幸。西尾克巳 「出雲西部における後期古墳文化の検討」『松江考古』7 1989
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第5章 1区 の 調 査

1区は前述したとおり、谷の中央部 (最深部)に位置しており近年まで耕作地として利用されて

いた。第24図に示すとおり調査区は3層からなっており、上の2層は2mに およぶ耕作上で、その

下は拳大から直径50cmを 超える石から構成された灰色礫層である。この灰色礫層が遺物包含層です

ぐ下は岩盤である。調査区は谷奥から谷の入口に向かってつまり東から西へ傾いており、各層もそ

れにあわせて傾いているが、遺物包含層の第 3層 は谷奥から谷の入口にむかって厚く堆積している。

出土する遺物は様々で縄文時代前期末から古墳時代前期の遺物を確認 している。
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(1)縄文土器 (第25図～第41図)

25-1は深鉢の胴部で縄文を地文として、貼り付け突帯の上に刻み目を施 している。 2、 3、 8

～23は縄文を施 している。 3は頸部をナデ、沈線を 1条めぐらした後、国縁部と体部に縄文を施 し

ている。 9は口縁部外面及び口縁端部上面に縄文を施 している。11は 口縁端部を外へ屈曲させて縁

をつくっている。18は水平に沈線が 1条入っている。20は逆「 く」の字状に沈線が入っている。23

は縄文を施 した後に中央部をナデている。 4～ 7は沈線文が施されている。 4は縦に 3条沈線を施

し、その間に丸い竹管状の道具で刺突 している。 5は縄文を施 した後、沈線を 2本施 している。 1

は前期末の大歳山式、 2～23は 中期の里木Ⅱ式に併行すると考えられる。

26-1は頸部がくびれ波状口縁を持つ深鉢である。日縁部から頸部にかけて磨り消 し縄文を施 し

ている。 2はキャリパー状の波状回縁を持つ深鉢である。日縁部の外側から端部そして内部にかけ

て縄文を施 している。縄文を施 した後、口縁部外側に沈線文を施 している。 3～ 6、 8～ 12、 17、

18は磨り消し縄文を施 している。 3、 5は 国縁端部にも縄文を施 している。 7は沈線を施 した後、

縄文を施 している。13は沈線文を施 している。14は 2条の沈線を施 している。15は波状口縁を持つ

深鉢の口縁部で、縄文を施した後 2条の沈線を加えている。16は全縄文となっているが上部に沈線

が入っており、磨り消 し縄文の可能性がある。19、 20は沈線文を施 している。 1～20は後期初頭の

中津 I、 Ⅱ式に併行すると考えられる。

27-1～ 7は深鉢で、 1は波状口縁を持つ深鉢で磨り消し縄文を施 している。 2は口縁部内面を

肥厚させ、回縁部外側と上面に沈線を 1条ずつ施 している。 3、 4、 6は 」字文を施している。 4、

5、 6は磨り消し縄文と思われる。 8～13は浅鉢で 8～10、 12は磨り消し縄文が施されている。 9

は回縁部内面を肥厚させている。11は 2条の沈線を施 している。12はやや厚手で、沈線も太い。13

は黒色を呈しており丁寧なミガキが入っている。14～ 19は 1条 もしくは2条の沈線文主体であり、

17は凹線文である。20～ 24は深鉢である。20～22は 同一個体と思われ、沈線文主体で口縁部を肥厚

させ、日縁部上面も沈線文、刺突文を施 している。23は 回縁部外面が肥厚し、口縁部上面に2条の

沈線を施 している。24は 回縁部外面に突帯を貼り付けている。25、 26は浅鉢で、25は 口縁部を肥厚

させ口縁上面に幅広の沈線を入れ、上面内側の突出部に縄文を施 している。26は縦に2条の沈線を

施 している。 1～ 19は後期初頭の福田Ⅱ式に、20～ 26は後期前葉の布勢式に併行すると考えられる。

28-1～ 4は深鉢で、 1～ 3は 口縁部を肥厚させ、渦巻状の文様を施 している。 1は 口縁部外面

にヘラ状工具で 1条ずつ渦巻状の文様を施 している。 2は 回縁部外面に縄文を施 しヘラ状工具で渦

巻状の文様を施 している。 3はヘラ状工具で 1条ずつ渦巻状の文様を施 し、中央部は刺突している。

4は緩い波状口縁を持ち、日縁部外側には2条の沈線、口縁内側の薄くなったところに粘土を補填

している。 5は浅鉢で胴部の一番突出した部分に刻み目 (刺突文)を施 している。 6～ 9は深鉢で、

6は 回縁部と胴部に磨り消し縄文主体の文様を施 し、日縁部と胴部の文様がつながっている部分は、

口縁部から頸部を越えて胴部に橋梁状に粘土を貼り付けて施文 している。胴部には、 」字文、横に

広がった三角文を施 している。 7は口縁部内面を肥厚させ、国縁部上面に沈線を施 している。 8は

口縁部を肥厚させ、日縁部上面に2条の沈線を施している。 9は 口縁部内面を肥厚させ、日縁部上

面に 1条の沈線、回縁部外面に1条の沈線、国縁部外面の沈線下に刻み目 (刺突文)を施している。

―-27-



10、 12～ 19は深鉢で、10は 国縁部が大きく外反 し、日縁端部に、刺突文を施している。12、 13は羽

状縄文を施 している。14は外面に突帯を貼り付け、刻み目 (刺突文)を施 し2条以上の沈線を加え

ている。15は外面に縄文を施 し、沈線文を加えさらに沈線内を刺突 している。16は胴部に渦巻文を

施 している。17は胴部に沈線文を施している。18は胴部に渦巻文を施 している。19はやや外反する

口縁を持ち口縁端部外面に縄文を施している。11は浅鉢で回縁部は内傾 しており、口縁部外面に縄

文を施 し3条以上の沈線を加えている。 1～ 5は後期前葉の津雲A式に、 6～ 9は後期前葉の鐘 ケ

崎式に、10～ 19は後期前葉の彦崎KI式にそれぞれ併行すると考えられる。

29-1～ 8は浅鉢で、 1は外傾する口縁を持ち、回縁端部外面に縄文を施し、内外面ともに丁寧

なミガキを入れて黒色を呈す。国縁部内面に上方からの刺突文があり、刺突内は赤色の顔料が残っ

ている。 2はやや内湾する日縁を持ち、口縁部内面に 1条の沈線を施 している。 3～ 6はすべて口

縁端部外面に縄文を施 している。 3はやや外傾する回縁を持ち、回縁部上面にも縄文を施している。

4は外反する口縁を持ち、口縁部内面に沈線を施 し、沈線で囲んだ部分に縄文を施 している。また

沈線内を刺突 している。 5はやや内湾する回縁を持ち、回縁部内面にも縄文を施 しいている。 6は

外傾する口縁を持ち、回縁部外面に 1条の沈線を施 し、沈線から上方のみ縄文を施している。 7は

外傾する口縁を持ち口縁部外面に擬縄文を施 している。 8は胴部の一番張った部分で、外側は沈線

文を施 しており内面はミガキが入っている。 9～13、 20は深鉢で、 9～11は胴部で外側に沈線文を

施 している。12は 回縁部で外面に沈線文、刺突文を施 している。13は胴部で縄文と沈線を施 してい

る。20は キャリパー状の波状口縁を持ち、回縁部に3条、胴部に5条の結節縄文を施している。14

～19は浅鉢で、14は緩 く張った体部で、 3条の沈線を施 している。15は逆「 く」の字状に突出した

部分で、沈線文を施 している。16は体部の一番張った部分で、 1条沈線が入り、その下に貝殻刺突

文を施 している。17、 18は体部の一部で、磨り消し縄文を施 している。19は逆「 く」の字状になっ

た回縁部分で、日縁部外面に3条の沈線を施 している。 1～ 8は後期前葉の彦崎KI式に併行する

と考えられる。 9～20は後期前葉の布勢式または津雲A式または彦崎KI式に併行すると考えられ

る。

30-1～ 7は深鉢で、 1はキャリパー状の口縁を持つと考えられる。 2は波状口縁を持ち口縁部

外面に縄文を施 している。 3は外面に擬縄文による磨り消 し縄文を施 し、沈線内を刺突している。

注口土器の肩部と思われる。 4は外傾する口縁を持ち口縁部外面及び内面に縄文を施している。 5

は口縁部、 6、 7は胴部でそれぞれ沈線文主体で、 7は縄文を施している。 8～14は凹線文主体の

深鉢で、口縁部外面に 1条ないしは2条の凹線文を施 している。8は直線的に立ち上がる国縁を持っ

ている。 9はやや内傾する日縁を持っている。10は内湾する口縁を持っている。11は外傾する口縁

を持ち口縁部内面に沈線を 1条施 している。12は外傾する国縁を持ち、外面には凹線文を施 してお

らず、国縁部内面に1条の沈線を施している。13は直線的に立ち上がり端部でやや外傾する口縁を

持っている。14は やや外傾する口縁を持っている。15～ 22は 凹線文主体の浅鉢で、15はやや外傾す

る日縁を持っている。回縁部外面に5条の凹線文を施 し、日縁部外面に扇状圧痕を付け、その後ナ

デている。16は 内傾する逆「 くJの字状の回縁を持ち、口縁部外面には2条の凹線文、内面には 1

条の沈線を施 している。17はやや内傾する、緩い波状口縁をもち、国縁部外面は2条の凹線文、内

面は 1条の沈線を施 している。18は 2条の凹線文と扇状圧痕を施 している。19はやや内傾する国縁

を持ち、国縁部外面に2条の凹線文を施 している。20は 2条の凹線文を施 している。21は やや内傾
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する日縁を持ち、日縁部外面に3条の凹線文を施している。22は やや外傾する口縁を持ち、日縁部

に2条の凹線文を施 している。23、 24は外面に沈線を施 している浅鉢である。 1～ 7は後期中葉の

彦崎KⅡ 式に、 8～24は宮滝式に併行すると考えられる。

31-1は深鉢で内傾する口縁を持ち、日縁部と肩部に2条の沈線を持っている。2～131ま浅鉢で、

2は内湾する国縁を持っている。 3は逆「 く」の字状の回縁を持っている。 4、 5はやや内湾する

日縁を持っている。 6は外側に沈線を施 している。 7は内側に粘土の継ぎ目の跡が残っている。 8

はやや外反する国縁を持ち、国縁端部内側に段を付けている。 9、 10はやや外傾する日縁を持って

いる。11はやや外傾する回縁を持ち、口縁端部内面に沈線を 1条施 し、沈線より上に刻み目 (刺突

文)を施している。12は やや外傾する国縁を持ち、口縁部外面に 1条の沈線を施 している。13は端

部で「 く」の字状に外側へ屈曲する日縁部を持っている。14～ 19は浅鉢で、14はやや内傾する口縁

を持っている。口縁端部を肥厚させ、外面に1条の沈線を施 し、日縁部を穿孔 している。黒色を呈

し、きれいなミガキが入っている。15、 16は逆「 く」の字状に大きく屈曲し、端部はやや外反する

口縁を持っている。口縁端部外面に 1条の沈線を施 している。17は逆「 く」の字状に緩く屈曲する

回縁を持っている。18は大きく外湾する国縁を持っている。19は やや内傾する国縁部を持ち、日縁

部やや下方に連続 しない突帯を付けている。20は深鉢で、胴部の屈曲する部分に円形の突起を貼り

付けている。 1～13は後期に、14～20は晩期に分類されると考えられる。

32-1～ 6は深鉢で、日縁部内面に突帯を貼り付けている。 7～ 10は浅鉢で口縁部内面に突帯を

付けている。11、 12は深鉢で、11は 日縁端部内側に段を付けて薄くしている。12は 口縁部を調整す

るとき粘土を内側に返 しており、そのとき口縁端部内側に沈線状の溝ができている。13は浅鉢で、

口縁端部を平 らく調整するとき、粘土を内側に返 しており、そのとき溝ができている。 1～13の上

器は後期に分類されると考えられる。

33-1～ 9は粗製の深鉢で、 1は平底をしている。 3は 口縁部から胴部にかけて張っている。 5

は口縁端部が外湾している。 1、 8、 9の 口縁端部は平らく調整されている。

34-1～ 4は粗製の深鉢である。 2は 口縁部を穿孔し、貫通させている。    ,
35-1～20は粗製の深鉢で、 1、 3～20は 2枚貝条痕文を施 している。

36-1～12は粗製の深鉢である。

37-1～14は粗製の深鉢の胴部で、 2枚貝条痕文を施 している。 8は外側から穿孔されているが、

貫通はしていない。

38-1～ 6は粗製の深鉢の胴部で、 2～ 5は巻き貝条痕文を施 している。 7～19は縄文土器の底

部である。 7～ 9は低い上げ底状になっており、接地面が広 く、面で接している。 7は接地面に棒

状工具による圧痕が付いている。 8は上げ底部分に2枚貝条痕文を施 している。10～12は低い上げ

底状になっており接地面が狭く線で接 している。13は わずかに上げ底状になっている。14、 15は低

い高台状になっている。高台部は後から付けられている。16、 17は わずかに上げ底状になっている。

18、 19は平底状になっており、18は底と立ち上がる部分がはっきりと区別できるが、19は緩 く曖味

になっている。

39-1～ 3は 口縁部内面に刺突文を施 している深鉢である。 1は外反する口縁を持ち、口縁部内

面を半我竹管で刺突 している。外側は2枚貝条痕文を施 している。 2は外反する口縁を持ち、日縁

部内面を竹管状の工具で刺突 している。刺突部の外面はやや盛 り上がっている。また口縁端部外面
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に刻み目 (刺突文)を施 している。 3はやや外反する日縁を持ち、日縁端部内面に竹管状の工具に

よる刺突文を施 している。 4～13は深鉢で、口縁端部に刻み目を施している。 4は外反する国縁を

持ち、外側からみて斜め右上方からヘラ状工具で回縁端部に刻み目を施している。 5はやや外反す

る口縁を持ち、まず口縁端部外面から刺突を加え、その後ヘラ状工具で上方から口縁端部に刻み目

を施 している。 6は厚手で、やや内湾する日縁を持ち、外側からみて斜め右上方からヘラ状工具で

口縁端部に刻み目を施 している。 7、 8は外傾する口縁を持ち、ヘラ状工具で外側からみて斜め左

上方から口縁端部に刻み目を施している。 9は薄手で、外反する国縁を持ち、棒状工具によって斜

め右上方から口縁端部に刻み目を施 している。10は直線的に立ち上がる回縁を持ち、ヘラ状工具に

より上方から口縁端部に刻み目を施 している。11は外反する口縁を持ち、棒状工具によって上方か

ら口縁端部に刻み目を施 している。12、 13は直線的に立ち上がる口縁を持ち、ヘラ状工具により上

方から口縁端部に刻み目を施 している。14～ 22は 回縁部外面に刻み目の貼り付け突帯を持つ深鉢で

ある。14、 17～ 19、 21は ヘラ状工具により口縁端部と貼り付け突帯に刻み目を施している。15、 16、

20、 22は棒状工具により口縁端部と貼り付け突帯に刻み目を施 している。22は薄手で、 2枚貝条痕

文を施 している。 1～13は晩期の谷尻式に併行すると考えられる。

40-1～16は、口縁部外面に貼り付け突帯を持つ深鉢である。 1～ 8、 15、 16は突帯に刻み目を

持ち、 9～14は刻み目を持っていない。またすべて口縁端部には刻み目を持っていない。 4、 5、

6、 10～ 16は 回縁端部と接するような状態で突帯が付いている。17～ 19は胴部に突帯が貼り付けら

れ、刻み目を施 している。

41-1は深鉢の回縁部で、外面に沈線で楕円が表現されている。内外面ともに2枚貝条痕文が施

されている。 2は深鉢の口縁部で、大きく内湾している。日縁端部はL字状に屈曲し肥厚している。

3は深鉢の回縁で、日縁端部が「 く」の字状に内側に緩 く屈曲している。波状口縁で口縁端部外面

に縄文を施 している。 4は深鉢の胴部で上方には刻み目の突帯が付いており、沈線文と縄文を施 し

ている。 5は波状口縁を持つ深鉢で、口縁部を肥厚させており、また突帯を貼り付けている。 6は

深鉢で、やや内湾する波状口縁を持っている。 7は深鉢の回縁で、穿孔し直径 7 mmの穴を貫通させ

ている。 8は深鉢で内傾する口縁を持っている。口縁部が肥厚し、日縁部上面に沈線文が施されて

いる。 9は深鉢でやや外傾する日縁を持っている。日縁部内外面を肥厚させて、外面の突帯状に肥

厚させた部分の下方に縄文を施している。10は深鉢でやや外湾する国縁を持っている。日縁部外面

に突帯を貼り付け、突帯の上方に棒状工具で真横から刺突をしている。その後ヘラ状工具で突帯に

刻み目 (刺突文)を施している。11は深鉢でやや外反する国縁を持ち、口縁部外面に沈線を 1条施

している。12は深鉢でやや内湾する波状口縁を持ち、日縁端部にヘラ状工具で刻み目 (刺突文)を

施 している。13は深鉢の胴部で、突帯を貼り付けその下方に縄文を施している。14は深鉢の胴部で、

粘土を貼り付けて段をつくっている。段になった部分に下方から指頭圧痕をつけている。15は深鉢

の胴部で、粘上の継ぎ目で段をつくっている。段の部分に上方から圧痕をつけている。内外面とも

に2枚貝条痕文を施 している。16は深鉢の胴部で、連続しない粘土を貼り付け工具等で圧痕をつけ

ている。17は深鉢の胴部で沈線を 2条施している。18は縄文を施 している。19は深鉢で、外面に刺

突文を施 している。20は深鉢で外側に沈線を 1条施 している。 1～20は時期は不明である。
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第 33図  1区包含層出土遺物実測図 9 (1:4)
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(2)弥生上器 (第42～ 45図)

42-1～ 4、 8、 9は甕で、 1は緩 く外反する口縁を持ち胴部はやや張り出している。口縁端部

外面に刺突文を施 している。内外面ともにハケ調整 しており、胴部外面にハケによる段がつけられ

ている。 2は外反する回縁を持ち、胴部は張り出していると思われる。日縁端部に刻み目を施し、

頸部に 1条の沈線を施している。 3は緩 く外反する国縁を持ち、胴部はわずかに張り出している。

頸部外面に 1条の沈線を施 している。内外面ともにハケ調整している。 4の胴部は緩 く張っている

と思われる。外面に2条の沈線を施 し、沈線間に棒状工具の先端で刺突 している。内外面ともにハ

ケ調整している。 8は胴部でやや張っており、外面に現状で 7条の沈線を施 している。内外面とも

にハケ調整している。 9は胴部でやや張り出している。 5～ 7は壺で、 5は頸部で、 2条の沈線を

施 し、その間に列点文を施している。外部にミガキを入れている。 6は肩部で、沈線で区画した部

分に羽状文を施 している。 7は頸部で、 2条の突帯を貼り付け、上下で互い違いになるように斜め

に刻み目 (刺突文)を施 している。10～ 12は底部で、すべて平底である。 1～12は弥生前期の土器

である。

43-1～ 3、 5は甕で、「 く」の字状に鋭く屈曲する日縁を持ち、胴部が張 り出している。 3は

口縁端部に貝殻による刻み目 (刺突文)、 胴部に貝殻による列点文を施 している。 4、 6～ 8は壺

で、 4は「 く」の字状に鋭く屈曲する口縁を持ち、端部は肥厚 している。胴部は大きく張り出して

いる。 6は胴部で、上から列点文、 2条の押 し引き文、少し間をあけて刺突文を施 している。 7、

8は頸部で上から押し引き文、列点文を施 している。 9、 10は高界で、 9は郭部に稜を持つ口縁で、

口縁部外面に凹線文を施 している。10は雰部に稜を持つ口縁で、国縁部外面に4条の凹線文を施し

ている。凹線文の凸部に1条おきに刻み目 (刺突文)を施 している。11～ 18は底部で、11～ 16は甕

または壺で、すべて平底である。17は高外で脚部端外側に刻み目 (刺突文)を施 している。18は器

種不明である。平底で内面はけずった後ナデている。 1～18は弥生時代中期の土器である。

44-1、 2、 11～ 13、 15、 16は甕で、 1は拡張した日縁端部を持ち、胴部は大きく張り出してい

る。拡張した口縁端部に凹線文を施 している。 2は拡張した口縁端部を持ち、日縁端部に擬凹線文

を施している。11は「 く」の字状に鋭 く屈曲する口縁を持ち、口縁部を肥厚させている。12は直線

的に立ち上がる頸部から外側に鋭 く屈曲する国縁を持ち、端部は上方にやや拡張している。13は外

側に鋭く屈曲する口縁を持ち、端部は上方に拡張され擬凹線文を施 している。15は上方に拡張した

日縁端部を持ち胴部は大きく張り出している。端部は内傾 し擬凹線文を施 している。16は上方にか

なり拡張した口縁端部を持ち、端部は直線的に立ち上がり擬凹線文を施 している。回縁部内面にミ

ガキが入っている。 3、 4、 9、 10は鉢で、 3、 4はやや内湾しながら立ち上がる頸部から外側に

鋭 く屈曲する口縁を持っている。 9、 10は直線的に立ち上がる頸部から緩 く屈曲する口縁を持って

いる。口縁端部は上方に拡張している。 5～ 8、 14は壺で、 5は上方に拡張した日縁端部を持ち、

端部に擬凹線文を施している。 6は頸部から外反しながら立ち上がる口縁を持ち、端部は上下に拡

張 し、内傾している。 7は「 く」の字状に屈曲する口縁を持ち、回縁部は肥厚し端部は下方に少 し

拡張 している。 8は内傾している頸部から外側に緩く屈曲する口縁を持ち、端部は上方に少 し拡張

している。14は肥厚した口縁を持ち、端部は上方に拡張し外傾している。端部に擬凹線文を施して

いる。 1～16は弥生時代後期の土器である。
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45-1は複合口縁を持つ壺で口縁端部は丸みをおびている。 2～ 5、 7は甕で複合口縁を持ち、

2はやや外反する国縁部を持ち、端部は丸みをおびている。胴部の少 し下方で胴部最大径をとって

いる。 3は大きく外傾し、外反する口縁部を持ち、端部は丸みをおびている。 4はやや外反する国

縁を持ち、日縁部に擬凹線文を施 している。 5は外反する口縁を持ち、口縁部に擬凹線文を施 して

いる。 7は胴部から底部にかけて残っており、わずかに平底のなごりを残 している。 6は鼓形器台

で、外面に擬凹線文を施 している。 1～ 7は弥生時代後期後葉の土器である。

(3)上師器 (第46～ 47図)

46-1～ 5は複合口縁を持つ甕である。 1の 口縁端部に平坦面をつくり、複合口縁部の稜は水平

方向よりやや下方に突出している。 2は外傾する口縁を持ち、端部に外傾する平坦面をつくり、複

合口縁の稜は水平方向よりやや下方に突出している。肩部に綾杉文を施 している。また肩部に1カ

所穿孔し、貫通させている。 3の 口縁端部はやや丸みを持たせ外方に張り出させている。複合口縁

の稜は水平方向よりやや下方に突出している。肩部には綾杉文を施 している。 4の 回縁端部は少し

丸みをおびている平坦面をつくり、複合口縁の稜は水平方向に突出している。 5の 日縁端部は丸み

を持たせ、外方に張り出させている。複合口縁の稜は水平方向に突出している。肩部に2列の刺突

文を施 している。 6～ 8は壺で、 6の 口縁端部は平坦面をつくっており、また外方に折り曲げ張り

出させている。 7の 口縁端部は外傾する平坦面をつくっており、外方に張り出させている。複合口

縁の稜は水平方向よりやや下方に突出している。頸部に貝殻による綾杉文を施 している。 8の 口縁

端部はやや丸みを持たせ外方に張り出させている。複合口縁の稜は丸みを持ち水平方向に突出して

いる。 1～ 8は古墳時代前期の土器である。

47-1、 2は壼で共に外反する口縁を持っている。 1の 口縁端部は外方に折り曲げており、外傾

している。複合口縁の稜は水平方向よりやや上方に張り出させている。 2の 回縁端部は丸みをおび

ている。複合口縁の稜は水平方向に突出するが丸みをおびている。 3は長頸壺で、外反する口縁を

持ち、端部はやや丸みをおびた平坦面を作り少し外方に張り出させている。複合口縁の稜は水平方

向に突出している。 4は直口壺で、外反する日縁を持ち、端部は丸みをおびており、複合口縁の稜

は水平方向に突出している。 5は単純口縁の甕で、外傾し直線的にのびる口縁を持っている。 6は

須恵器で器種不明である。 7は器台の脚部で、脚部の端にいくほど外反 し肥厚 している。 8は高郭

の脚部で、長い筒状の脚部を持ち端部は平坦面をつくっている。内面の下方はハケ調整している。

9は甕で、口縁中程より少 し下がった部分に稜を持っている。口縁端部はやや丸みを持った平坦面

をつくっており、外傾している。10は甕で口縁中程より少 し下がった部分に緩い稜を持っている。

国縁端部はやや丸みをおびた平坦面をつくっている。11は単純口縁を持つ甕で、大きく外反する日

縁を持っている。内面の回縁部と体部をつなぐ屈曲する部分に、縦 l cm横 3 omの 指先またはヘラ状

工具を使った圧痕が付いている。12は底の浅い高郭で外面に縦ハケ調整を施 している。13は高郭で、

底は平底をしている。外側が全体的に赤く、赤色顔料を塗布してあったと思われる。14は高界の脚

部で、イ部との接合部分から脚部端にかけて段をつくらず、緩やかに外反 している。外面に縦ハケ

調整を施している。15、 16は土師質土器の邪と思われる。15、 16の拓本はそれぞれ底部外面、底部

内面である。 1～ 8は古墳時代前期、 9、 10は古墳時代中期、11～ 14は古墳時代後期、15、 16は中

世以降の上器である。
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Ⅷ

第43図  1区包含層出土遺物実測図19 (1:3)
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9             1PCm

第45図  1区包含層出上遺物実測図21 (1:3)

僻)石器 (第48図)

48-1、 2は磨製石斧である。 3～ 7は石鏃である。 8～12は未製品だと思われる。 8～10は黒

曜石である。 1は 2区から、 2～12は 1区から出土している。
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0                     10cm

9             2pcm

第 48図 三田谷 III遺跡出土石器実測図 1 (1～ 2、 1:3/3～ 12、 2:3)
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図版番号 出土地点 種 丹1 法量 文 様 手 法 備 考

11- 1 SX01 郭蓋

(須恵器)

Ｃ

ｈ

146
40

外面    内面
(天丼部) 回転ヘラケズリ ナデ
(回縁部) 回転ナデ    回転ナデ

2 SX01 郭蓋

(須恵器)

Ｃ

ｉｎ

130
39

外面    内面
(天丼部) ヘラ切り後ナデ ナデ
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ

反転復元

3 SX01 高郭

(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

外面        内面
回転ナデ  (郭底部)ナ デ

(そ の他)回転ナデ

反転復元
透かし1段 2方向

4 SX01 高郭
(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

外面     内面
(郭底部)ヘ ラケズリ後回転ナデ ナデ
(そ の他)   回転ナデ   回転ナデ

反転復元

透かし1段 2方向

5 SX01 高郭

(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

122
110
102

外面        内面
回転ナデ (郭底部) ナデ

(そ の他) 回転ナデ

反転復元

透かし1段 2方向

6 SX01 高郭

(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

外面        内面
回転ナデ (郭底部) ナデ

(そ の他) 回転ナデ

反転復元
透かし1段 2方向
脚部外面ヘラ記号

7 SX01 高郭
(須恵器)

ci10 4 外面        内面
回転ナデ (郭底部) ナデ

(そ の他) 回転ナデ

透かし1段 2方向

8 SX01 はそう

(須恵器) c:  5 2

外面     内面
(底部) ヘラケズリ (頸部) ナデ
(そ の他)回転ナデ (そ の他)回転ナデ

反転復元

12-1 SX01 郭身

(須恵器)

Ｃ

ｈ

外面         内面
回転ナデ  (底部)  ナデ

(そ の他) 回転ナデ

反転復元

2 SX01 はそう

(須恵器) b:42

外面      内面
(底部)  ヘラケズリ   回転ナデ
(そ の他) 回転ナデ

反転復元

3 SX01 郭蓋

(須恵器)

c:134
hi 43

外面      内面
(天丼部) ヘラ切リ    ナデ
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ

反転復元

4 SX01 高郭

(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

外面        内面
回転ナデ (郭底部)  ナデ

(そ の他)  回転ナデ

反転復元

透かし1段 2方向
脚部外面ヘラ記号

SX01 高郭

(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

115
78
90

外面        内面
回転ナデ (郭底部)  ナデ

(そ の他)  回転ナデ

透かし1段 2方向
脚部外面ヘラ記号

13--2 SX01 郭蓋

(須恵器)

Ｃ

ｈ

外面        内面
回転ナデ (天丼部)  ナデ

(口縁部)  回転ナデ

反転復元

3 SX01 低脚郭
(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

120
56
82

外面        内面
回転ナデ (底部)   ナデ

(そ の他)  回転ナデ

4 SX01 郭蓋

(須恵器)

Ｃ

ｈ

140
39

外面     内面
(天丼部) 回転ナデ    ナデ
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ

114- SX01 宣

(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

外面    内面
(口縁部)  回転ナデ   回転ナデ
(胴部、脚部)カ キロ、ヘラケズリ

3 SX01 高郭

(須恵器)

ci 9 6
h:64
b:56

外面        内面
回転ナデ  (郭底部) ナデ

(そ の他) 回転ナデ

4 SX01 郭蓋

(須恵器)

c:128
hi 37

外面       内面
(天丼部)ヘ ラケズリ後回転ナデ ナデ
(口縁部) 回転ナデ     回転ナデ

土 器 観 察 表 (C:口径 h:器 高 b:底径)

-57-



図版番号 出土地点 種 丹1 法量 文 様 手 法 備 考

5 SX01 郭蓋

(須恵器)

c: 18 6
hi 42

外面      内面
(天丼部)ヘ ラケズリ後回転ナデ ナデ
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ

6 SX01 郭蓋

(須恵器)

c: 12 8
h: 4 1

7 SX01 郭蓋

(須恵器)

c: 12 0
h:43

外面     内面
(天丼部) ヘラケズリ   ナデ
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ

19- l S101 低脚郭

(土師器)

ci14 5
h:64

外面     内面
(郭部)  ハケロ   ハケロ、ナデ
(脚部)  ナデ      ナデ

2 S101 甕
(土師器)

c : 18 4 (肩部)ヘ ラ状工具によ

る束1突の羽状文

外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ
(肩部)   ナデ    ケズリ

3 S101 甕

(土師器)

c i 16 7 胴部内面ケズリ

4 S101 甕
(土師器)

c:166 外面     内面
(口縁部) ナデ後ハケロ ナデ後ハケロ
(肩部)  ナデ後ハケロ  ケズリ

21-1 甕

(須恵器)

c : 35 0 外面     内面
ナデ     ナデ

反転復元

2 郭蓋

(須恵器)

c:146 外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ

反転復元

3 高郭
(須恵器)

ｃ

ｈ

ｂ

外面     内面
(郭底部)         ナデ

(そ の他) 回転ナデ   回転ナデ

反転復元

透かし1段 3方向

4

(須恵器)

外面     内面
回転ナデ    ナデ

5 郭身

(須恵器)

Ｃ

ｉｎ

外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ
(底部)  ヘラケズリ   ナデ

反転復元

6 郭身

(須恵器)

c:106 外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ

反転復元

7 郭身

(須恵器)

c: 10 2 外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ

反転復元

郭身

(須恵器)

c: 11 6 外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ

反転復元

郭身

(須恵器)

Ｃ

ｈ

外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ
(底部)  回転ナデ    ナデ

反転復元

郭身

(須恵器)

Ｃ

ｉｎ

94
38

外面     内面
(口縁部) 回転ナデ   回転ナデ
(底部)          ナデ

11 甕

(土師器)

c: 16 7 外面     内面
(口縁部) ナデ      ナデ
(胴部)  ナデ後ハケロ  ケズリ

反転復元

甕

(土師器)

c:166 外面     内面
(口縁部) ナデ後ハケロ  ナデ
(頸部)  ナデ      ケズリ

反転復元

甕
(土師器)

c,186 外面     内面
(口縁部) ナデ      ナデ
(肩部)  ナデ      ナデ

反転復元
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図版番号 出土地点 種 丹1 法量 文 様 手 法 備 考

甕

(土師器)

c:148 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(肩部)   ナデ     ケズリ

反転復元

琢蓋

(須意器)

c: 13 8 外面     内面
(口縁部)  回転ナデ   回転ナデ
(底部) ヘラ切り後ナデ  ナデ

反転復元

郭蓋

(須恵器)

c i 14 4 外面     内面
(天丼部)ヘ ラケズリ後ナデ ナデ
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ

反転復元

郭蓋

(須恵器)

c: 13 9
hi 39

外面     内面
(天丼部) ヘラケズリ   ナデ
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ

反転復元

孵鶴

c : 10 6

h: 37
外面     内面

(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ
(底部) ヘラ切り後ナデ  ナデ

反転復元

郭身
(須恵器)

c:110
hi 39

外面     内面
(口縁部) 回転ナデ    回転ナデ
(底部) ヘラ切り後ナデ  ナデ

高台付郭

(須恵器) b: 76

外面     内面
(体部)  回転ナデ    ナデ
(底部)  回転ナデ    ナデ

反転復元

高台付郭
(須恵器) b:88

外面     内面
(底部)静止糸切り後回転ナデ 回転ナデ
(脚部)  回転ナデ

反転復元

高郭

(須恵器) b:78

外面     内面
(口縁部)回転ナデ (郭底部) ナデ
(脚部) 回転ナデ (□縁部)回転ナデ

反転復元

脚付壷

(須恵器)

外面     内面
(体部)回転ナデ後カキロ 回転ナデ
(底部) 回転ナデ

反転復元
壺底部に自然釉付
着

22‐- 1 子持壺

(須恵器)

外面     内面
(親壷胴部) タタキ    タタキ

反転復元

親壺胴部

子持壷

(須恵器)
(脚部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

反転復元

親壺脚部

3 子持壺

(須恵器)

外面     内面
ナデ     ナデ
(子壺底部指頭圧痕)

子壷

4 子持壷

(須恵器)

外面     内面
ナデ     ナデ
(子壷底部指頭圧痕)

子壷

5 子持壺

(須恵器)

外面 面

デ

内

ナ ナ デ

子壺

6 子持壺

(須恵器)

子壷

7 子持壷

(須恵器)

子壷

8 子持壺

(須恵器)

親壷と子壺の接合
部分 ?
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図版番号 出土地点 種 月1 法量 文 様 手 法 備 考

25-1 12 深鉢
(縄文)

縄文(撚糸文)
刻目突帯文

外面
(胴部)   縄文

面

デ

内

ナ

2 」 2 深鉢
(縄文)

c: 26 6 縄文 面

文

外

縄

面

デ

内

ナ(口縁部)

反転復元

3 13 深鉢

(縄文)

cl 16.0 縄文
沈線文

面
文

デ

外

縄

ナ

市囲
４ア
本ア

内

ナ

ナ

(口縁部・胴部)

(頸部)

反転復元

4 H3 深鉢

(縄文)

刺突文
沈線文

外面

(胴部)   ナデ
面

デ

内

ナ

5 12 深鉢

(縄文)

縄文
沈線文

外面     内面
(胴部)   縄文     ナデ

6 H2 深鉢

(縄文)

縄文
沈線文

外面     内面
(胴部)   縄文     ナデ

7 H2 深鉢
(縄文)

縄文
沈線文

外面     内面
(胴部)   ナデ     ナデ

12 深鉢
(縄文)

縄文 面
文

デ

外
縄

ナ

市回
デ

デ

内

ナ

ナ
(口縁部)

(頸部)

深鉢

(縄文)

c: 25 4 縄文(口縁端部縄文) 面

文
文

外

縄
縄

内面

(口縁端部)

(口縁部) ナ デ

深鉢
(縄文)

縄文 面
文
外
縄

面

デ

内

ナ(口縁部)

11 深鉢

(縄文)

縄文 面
文
外
縄

面

デ

内

ナ(口縁部)

深鉢
(縄文)

縄文 面

文

外
縄

面

デ

内

ナ(胴部)

深鉢

(縄文)

縄文(撚糸文) 面
文

外

縄

面

デ

内

ナ(胴部)

深鉢

(縄文)

縄文(撚糸文) 外面     内面
(頸部)   縄文     ナデ

深鉢

(縄文)

縄文 外面

(頸部)   縄文
内面
ナデ

深鉢

(縄文)

縄文(撚糸文) 外面     内面
(頸部)   縄文     ナデ

17 F3 深鉢

(縄文)

縄文 面
文

外

縄

面

デ

内

ナ(頸部)

深鉢

(縄文)

縄文 面
文
外
縄

面

デ

内

ナ(胴部)

H2 深鉢
(縄文)

縄文(撚糸文) 面
文
外
縄

面

デ

内

ナ(頸部)

深鉢

(縄文)

縄文
沈線文

外面     内面
(胴部)   縄文   2枚 貝条痕文
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図版番号 出土地点 種 男」 法量 文 様 手 法 備 考

21 鉢

文
深
縄

縄文(撚糸文) 外面     内面
(頸部)   縄文     ナデ

H2 深鉢
(縄文)

縄文 面
文

外

縄

面

デ

内

ナ(頸部)

深鉢
(縄文)

縄文 面
文

デ

外

縄

ナ

内面
ナデ(胴部)

26-1 深鉢

(縄文)

c: 23.2 磨消縄文 外面     内面
(口縁部・頸部)磨消縄文   ナデ
(胴部)   ナデ    ナデ

反転復元

2 12 深鉢
(縄文)

縄文)
沈線文

外面     内面
(口縁部)  縄文     ナデ
(頸部)         2枚 貝条痕文

3 12 深鉢

(縄文)

磨消縄文
沈線文

外面     内面
(口縁部) 磨消縄文  2枚 貝条痕文

ナデ

4 12 鉢

文
深
縄

c: 22 0 磨消縄文 外面     内面
(口縁部) 磨消縄文    ナデ

G2 鉢

文
深
縄

磨消縄文 外面     内面
(口縁部) 磨消縄文    ナデ

6 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文  2枚貝条痕文

7 深鉢
(縄文)

文

文

線

縄

沈
外面     内面

(頸部)  磨消縄文    ナデ

8 I 鉢
文
深
縄

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

9 G2 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

F3 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文  2枚貝条痕文

鉢

文
深
縄

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文  2枚貝条痕文

深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

H3 深鉢
(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

C2 鉢

文
深
縄

凹線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

G2 深鉢
(縄文)

縄文 面
文

外

縄
面

デ

内

ナ(回縁部)

深鉢
(縄文)

縄文 外面     内面
(頸部)   縄文     ナデ

深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ
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図版番号 出土地点 種 男1 法量 文 様 手 法 備 考

H2 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

12～
13

深鉢

(縄文)

沈線文 外面     内面
(胴部)   ナデ     ナデ

深鉢

(縄文)

沈線文 外面     内面
(頸部)   ナデ   2枚 貝条痕文

27-1 深鉢

(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

2 鉢

文
深
縄

口縁端部沈線文
口縁端部外面沈線文

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

深鉢
(縄文)

沈線文 外面     内面
(頸部)   ナデ     ナデ

4 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

深鉢

(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

I 2 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(頸部)  磨消縄文    ナデ

7 H2～
13

深鉢

(縄文)

縄文

沈線文 (頸部)
姉
緻
ガ

内面
ナデ

浅鉢

(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(口縁部) 磨消縄文    ナデ

12 浅鉢

(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(口縁部) 磨消縄文    ナデ

12 浅鉢

(縄文)

磨消縄文 外面

(口縁部) 磨消縄文
面

デ

内

ナ

12 浅鉢

(縄文)

沈線文

12 鉢

文
浅
縄

磨消縄文 外面

(体部)  磨消縄文
面

デ

内

ナ

12 鉢

文

浅

縄

沈線文 外面     内面
(体部)  ミガキ    ミガキ

13 深鉢

(縄文) b:11 2

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

F2 深鉢

(縄文)

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

Fl 鉢
文
深
縄

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

深鉢

(縄文)

凹線文
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図版番号 出土地点 種 月1 法量 文 様 手 法 備 考

深鉢
(縄文)

沈線文 外面     内面
(頸部)  ナデ     ナデ

深鉢
(縄文)

沈線文

鉢
文
深
縄

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

※20,21,22は同一

個体

深鉢
(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(頸部)

※

G2 深鉢

(縄文)

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

※

H2 深鉢
(縄文)

口縁端部縄文
口縁端部沈線文

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

深鉢

(縄文)

口縁部外面貼付突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

H2 浅鉢
(縄文)

口縁端部縄文
口縁端部沈線文

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

H2 浅鉢

沈線文 外面     内面
(体部)   ナデ     ナデ

28-1 H2 深鉢
(縄文)

回縁端部沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

2 深鉢

(縄文)

口縁端部外面縄文
口縁端部外面沈線文 (口縁部)

(頸部)

面
文

デ

外
縄

ナ

面

デ

デ

内

ナ

ナ

3 12～
13

深鉢
(縄文)

□縁端部外面沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

4 G2 深鉢
(縄文)

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

浅鉢
(縄文)

c:160 胴部刺突文 外面     内面
ミガキ    ミガキ

反転復元

13 深鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(口縁部)  磨消縄文   ナデ

7 深鉢
(縄文)

口縁端部沈線文

12～
13

深鉢

(縄文)

口縁端部沈線文

9 深鉢
(縄文)

口縁部外面刺突文
口縁部外面沈線文
口縁端部沈線文

(口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

G2 深鉢
(縄文)

ci 21 4 口縁端部刺突文 外面     内面
(回縁部)  ナデ     ミガキ

反転復元

12 鉢

文
浅
縄

C:188 縄文
沈線文

外面     内面
(口縁部)  縄文     ナデ

反転復元
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図版番号 出土地点 種 月1 法量 文 様 手 法 備 考

深鉢
(縄文)

縄文 面
文

外

縄

面

デ

内

ナ(頸部)

深鉢

(縄文)

縄文 面
文
外
縄

面

デ

内

ナ(口縁部)

G2 深鉢

(縄文)

文
文
突
線
刺
沈

外面

(頸部)   ナデ
面

デ

内

ナ

深鉢
(縄文)

縄文

沈線文
刺突文(沈線内刺突)

(胴部)

面
文
外
縄

面

デ

内

ナ

深鉢

(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(胴部)

G2 深鉢
(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(胴部)

G3 深鉢

(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(胴部)

深鉢

(縄文)

縄文 面
文

デ

外
縄

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

29-1 浅鉢

(縄文)

c: 26 8 擬縄文

緬朧鴻

内面
ミガキ(口縁部)

反転復元

2 G2 浅鉢

(縄文)

ct 17 6 沈線文 煽
淵

内面
ミガキ

反転復元

浅鉢
(縄文)

口縁端部縄文 面
文

デ

外

縄

ナ

面
文

デ

内
縄

ナ
(口縁部)

4 浅鉢
(縄文)

口縁部外面縄文
口縁部内面沈線文

刺突文(沈線内刺突)

(口縁部) 嫡緻淵

内面
ミガキ

口縁部内面沈線内

充填縄文

5 浅鉢
(縄文)

口縁端部縄文 面
文

デ

外

縄

ナ

面
文

デ

内
縄

ナ
(口縁部)

6 浅鉢
(縄文)

口縁端部外面縄文

沈線文 (口縁部)

面
文

デ

外

縄

ナ

面

デ

内

ナ

7 H2 浅鉢

(縄文)

日縁端部擬縄文 面

デ

内

ナ文

面

縄

デ

外

擬

ナ

(口縁部)

G2 浅鉢
(縄文)

沈線文 外面 緬
鴻(体部)

9 深鉢

(縄文)

文
文

線

縄

沈 (胴部)

面
文

デ

外

縄

ナ

面

デ

内

ナ

深鉢

(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(胴部)

G2 深鉢

(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(胴部)

G2 深鉢

(縄文)

刺突文

沈線文 (口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ
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図版番号 出土地点 種 丹1 法量 文 様 手 法 備 考

深鉢
(縄文)

縄文
沈線文 (胴部)

面
文

デ

外

縄

ナ

内面
2枚貝条痕文

浅鉢
(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(体部)

D2 鉢
文
浅
縄

沈線文

鉢

文

浅

縄

貝殻束1突文
沈線文 (体部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

鉢
文
浅
縄

文
文
線
縄
沈

外面
(体部)   ナデ

面

デ

内

ナ

H2 浅鉢
(縄文)

磨消縄文 外面     内面
(体部)  磨消縄文    ナデ

ナデ

浅鉢

(縄文)

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

深鉢
(縄文)

結節縄文 外面
(口縁部・体部)結節縄文
(頸部)  ナデ

面

デ

内

ナ

反転復元

30-1 ”

Ｉ

一ｌ

Ｊ

深鉢
(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

H2 鉢
文
深
縄

縄文 面
文

デ

外
縄

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)
(頸部)

G3 注口土器

(縄文)

磨消縄文
(擬縄文、沈線内刺突)

外面     内面
(体部)  磨消縄文   ナデ

深鉢

(縄文)

縄文 面
文

デ

外

縄

ナ

面
文

デ

内
縄

ナ

(口縁部)

5 浅鉢
(縄文)

縄文

沈線文 (口縁部)

面

文

デ

外

縄

ナ

面

デ

内

ナ

6 H2～
H3

浅鉢

(縄文)

沈線文

7 H2 鉢

文
浅
縄

文
文
線
縄
沈 (体部)

面
文

デ

外

縄

ナ

面

デ

内

ナ

8 鉢

文
深
縄

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

9 深鉢

(縄文)

凹線文 外面     内面
(回縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

12 深鉢
(縄文)

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

H3 深鉢
(縄文)

凹線文
沈線文

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

鉢
文
深
縄

沈線文

(口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ
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図版番号 出土地点 種 丹1 法量 文 様 手 法 備 考

H2 深鉢
(縄文)

凹線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

12 深鉢
(縄文)

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

Ｇ

Ｇ

鉢

文
浅
縄

c: 26 4 凹線文
扇状圧痕

外面     内面
ミガキ    ミガキ

反転復元

H2 鉢
文
浅
縄

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

17 H2 浅鉢

(縄文)

文
文
線
線
凹
沈

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

反転復元

12 浅鉢
(縄文)

凹線文 外面     内面
(体部)   ナデ     ナデ

H3 浅鉢
(縄文)

凹線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ    ケズリ

反転復元

12 浅鉢

(縄文)

凹線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

H2 浅鉢

r爆サ 、

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

反転復元

浅鉢
(縄文)

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

G3 浅鉢
(縄文)

凹線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(体部)

G3 浅鉢
(縄文)

沈線文 外面
(体部)   ナデ

面

デ

内

ナ

31-1 G3 鉢

文
深
縄

c: 39 6 沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

反転復元

鉢
文
浅

縄

ci 40.0 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

反転復元

鉢
文
浅
縄

c: 23 2 反転復元

4 G3 浅鉢

(縄文)

c:170 外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ナデ

反転復元

5 浅鉢

(縄文)

c: 20,8 外面     内面
(口縁部) ナデ後ミガキ  ナデ

反転復元

6 12～
13

浅鉢
(縄文)

沈線文 外面     内面
(体部)   ナデ     ナデ

7 浅鉢
(縄文)

外面

(体部)   ナデ
面

デ

内

ナ

8 G3 浅鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ミガキ
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図版番号 出土地点 種 月1 法量 文 様 手 法 備 考

浅鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ミガキ

H2 浅鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ケズリ

H2～
H3

鉢
文
浅

縄

刺突文
沈線文

外面     内面
(口縁部)  ナデ    ミガキ

H2 浅鉢
(縄文)

沈線文 外面     内面
(口縁部)  ナデ    ナデ

G3 鉢

文

浅

縄

外面

(口縁部)  ナデ
面

デ

内

ナ

鉢
文
浅
縄

c: 25 2 沈線文
口縁部穿孔

外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ミガキ

反転復元

11 浅鉢

(縄文)

c: 17 2 沈線文 面

デ

外

ナ キ

面

ガ

内

ミ(口縁部)

反転復元

G2 浅鉢
(縄文)

c: 24 4 外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ミガキ

反転復元

G3 浅鉢
(縄文)

c:217 外面     内面
(口縁部)  ナデ   条痕文、ナデ

反転復元

12 浅鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ミガキ

13 浅鉢
(縄文)

口縁部外面突帯

E3 深鉢

(縄文)

輪状浮文(円形突起) 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(体部)

32-1 深鉢
(縄文)

c : 22 0 口縁部内面突帯 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

反転復元

2 12 鉢
文
深

縄

c! 20 0 口縁部内面突帯 外面

(口縁部)  ナデ
面

デ

内

ナ

反転復元

3 深鉢

(縄文)

c:210 口縁部内面突帯 外面     内面
(口縁部)  条痕文    ナデ

反転復元

13 深鉢
(縄文)

口縁部内面突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

5 H3 深鉢

(縄文)

口縁部内面突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

深鉢

(縄文)

口縁部内面突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

7 浅鉢
(縄文)

c: 28 6 口縁部内面突帯 外面     内面
(口縁部) 条痕文、ナデ  ナデ

反転復元

12 浅鉢
(縄文)

口縁部内面突帯 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
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図版番号 出土地点 種 丹1 法量 文 様 手 法 備 考

浅鉢

(縄文)

c: 17.6 口縁部内面突帯
口縁部内面指頭圧痕

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

反転復元

浅鉢
(縄文)

口縁部内面突帯
口縁部内面指頭圧痕

外面     内面
(口縁部) 条痕文、ナデ  ナデ

G3 深鉢

(縄文)

(口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

G2 深鉢
(縄文)

(日縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

G3 浅鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

ケズリ

33-1 Ｇ

Ｆ

深鉢
(縄文)

c: 31 4 外面     内面
ナデ    条痕文

2 13 鉢
文
深
縄

c i 30.0 外面     内面
条痕文    条痕文

反転復元

3 深鉢
(縄文)

c: 29 2 外面     内面
条痕文   ナデ、ミガキ

反転復元

4 深鉢
(縄文)

c: 26.0 外面     内面
条痕文   条痕文、ナデ

反転復元

5 12 鉢
文
深
縄

c: 27 4 外面
条痕文、

内面
ナデ  ナデ

反転復元

6 H3 鉢

文
深
縄

c: 30 4 外面
条痕文

面

デ

内

ナ

反転復元

7 12 深鉢

(縄文)

c i 34 0 外面     内面
条痕文    ナデ

反転復元

12 深鉢
(縄文)

c : 28 6 外面     内面
条痕文   ケズリ、ナデ

反転復元

13～
」3

深鉢

(縄文)

c : 34.6 外面     内面
条痕文、ナデ 条痕文、ナデ

反転復元

34-1 G2
G3

深鉢
(縄文)

c:313 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

鉢

文
深
縄

c: 25,2 面

デ

外

ナ

内面
2枚貝条痕文
ナデ

反転復元

H3 鉢
文
深
縄

c: 29 0 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

反転復元

H2 深鉢

(縄文)

c: 31 8 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

反転復元

35-1 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文   ナデ

ナデ

2 G3 深鉢
(縄文)

(口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ
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図版番号 出土地点 種 丹U 法量 文 様 手 法 備 考

3 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部) 2枚貝条痕文 2枚員条痕文

4 G2 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ミガキ   条痕文、ナデ

5 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部) 2枚貝条痕文 2枚貝条痕文

6 Gl 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部) 2枚 貝条痕文 2枚貝条痕文

ナデ

7 G3 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部) 2枚貝条痕文 2枚貝条痕文

8 H2 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)        2枚 貝条痕文

9 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

鉢
文
深
縄

外面     内面
(口縁部) 2枚貝条痕文  ナデ

12 鉢

文
深
縄

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

H2 鉢
文
深
縄

外面     内面
(口縁部) 条痕文、ナデ  ナデ

深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚 貝条痕文

ナデ

G2 鉢

文
深
縄

外面     内面
(口縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

G2 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

H2 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

12 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

H3 鉢

文
深
縄

外面     内面
(口縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

G2 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

86‐- 1 深鉢

(縄文)

ci 29 8 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

反転復元

2 H2 深鉢
(縄文)

c: 31 0

(口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

反転復元
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

3 13 深鉢
(縄文)

ci 30.0 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

反転復元

4 12 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

5 12 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

12 深鉢
(縄文)

c: 25 6 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)
反転復元

G3 深鉢

(縄文)
(口縁部) 輛淵

面

デ

内

ナ

H3 深鉢
(縄文)

c: 23 6 外面     内面
(口縁部) ナデ     ナデ

反転復元

9 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

H3 深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

G3 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

深鉢

(縄文)

外面     内面
(口縁部) 条痕文、ナデ  ナデ

37-1 深鉢
(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

2 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

3 鉢

文
深
縄

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

4 12 深鉢
(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

5 12 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

6 H3 深鉢
(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

7 12 鉢
文
深
縄

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚 貝条痕文

ナデ

深鉢
(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

表面穿孔(未貫通)

12 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

11 鉢
文
深
縄

外面     内面
(胴部)   ナデ   2枚 貝条痕文

H2 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部)   ナデ   2枚 貝条痕文

12 鉢

文
深
縄

外面     内面
(胴部) 2枚 員条痕文  2枚貝条痕文

12 深鉢
(縄文)

外面     内面
(胴部)   ナデ   2枚 貝条痕文

ナデ

38-1 12 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部)   ナデ    ナデ

12 鉢

文
深
縄

外面     内面
(胴部)   ナデ    巻貝条痕文

12 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部)  巻貝条痕文  巻貝条痕文

H2 鉢

文
深
縄

外面     内面
(胴部)   ナデ    巻貝条痕文

12 深鉢
(縄文)

外面     内面
(胴部)   ナデ    巻貝条痕文

Gl 深鉢

(縄文)

外面     内面
(胴部)  粗いミガキ   ナデ

7 12 部
文
底

縄 b:80

外面     内面
(胴部)   ナデ    ナデ
(底部)   ナデ     ナデ

底部外面に棒状工

具による圧痕
反転復元

12 底部

(縄文) b:10 2

外面     内面
(胴部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文
(底部) 2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

反転復元

部

文

底

縄 b:70

面

デ

デ

外

ナ

ナ

市四
デ
一ア

内

ナ

ナ

(胴部)

(底部)

反転復元

G3 部
文
底
縄 bi 55

外面

(胴部)

(底部)

市四
【ア
デ

内

ナ

ナ

デ

デ

ナ

ナ

11 G3 部

文

底

縄 b:56

面

デ

デ

外

ナ

ナ

需回
デ

デ

内

ナ

ナ
(胴部)

(底部)

反転復元

G3 部

文

底

縄 b:48

面

デ
デ

外

ナ

ナ

部
部
胴
底

需四
【ア
一ア

内

ナ

ナ

反転復元

H2 部
文
底

縄 b:65

外面     内面
(胴部)   ナデ     ナデ
(底部)   ナデ     ナデ

反転復元

G2 部

文
底
縄 b: 86

外面

(胴部) 2枚 貝条痕文
(底部)   ナデ

市四
デ

デ

内

ナ

ナ

反転復元

G2 底部

(縄文) b:90

外面     内面
(胴部)   ナデ     ナデ
(底部)   ナデ     ナデ

反転復元

F2 底部

(縄文) b: 50

反転復元
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図版番号 出土地点 種 丹J 法量 文 様 手 法 備 考

G3 部

文

底

縄 b:60

市ロ
デ

デ

外

ナ
ナ

悪四
（ア
デ

内

ナ

ナ

(胴部)
(底部)

反転復元

13～
14

底部

(縄文) b: 88

市四
デ

ダ^

外

ナ

ナ

市四
本ア
デ

内

ナ

ナ

(胴部)

(底部)

反転復元

G3 底部
(縄文) b:54

(胴部)
(底部)

市四
ア^
デ

外

ナ

ナ

市回
本ア
デ

内

ナ

ナ

反転復元

39-1 深鉢

(縄文)

口縁部内面刺突文 外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文   ナデ

2 E3 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目
口縁部内面刺突文

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

3 深鉢

(縄文)

口縁部内面半我竹管に
よる刺突

外面     内面
(口縁部)  条痕文    条痕文

ナデ

深鉢
(縄文)

c: 24 8 口縁端部刻目 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

5 Ｉ

Ｇ

深鉢

(縄文)

口縁端部内面及び外面
束!突 (2方向から刺突)

外面

(口縁部)巻貝条痕文
市四
ア^
本ア

内

ナ

ナ

6 H2 鉢

文
深
縄

口縁端部刻目 外面     内面
(口縁部)  条痕文    ナデ

7 F2 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 外面     内面
(口縁部) 条痕文    ナデ

8 Gl 深鉢

(縄文)

口縁端部刻目 外面     内面
(口縁部)  条痕文    ナデ

9 F2 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

Gl 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 外面     内面
(口縁部)  条痕文    ナデ

11 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

H3 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

H3 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

H2 鉢
文
深
縄

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

G2 深鉢

(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

G2 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

17 F2 深鉢

(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯 (口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

深鉢

(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯 (□縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

G2 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

G2 深鉢

(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)  ナデ   2枚 貝条痕文

Gl 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

鉢
文
深

縄

口縁端部刻目
口縁部外面刻目突帯

外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

40-1 F2 深鉢
(縄文)

口縁部外面刻目突帯 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

2 Gl 深鉢

(縄文)

口縁部外面刻目突帯 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

3 G2 鉢

文
深
縄

口縁部外面刻目突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

4 F2 深鉢

(縄文)

口縁部外面刻目突帯 外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚貝条痕文

5 H3 深鉢
(縄文)

口縁部外面刻目突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

6 Gl 深鉢

(縄文)

口縁部外面刻目突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

7 H2 深鉢

(縄文)

口縁部外面刻目突帯 外面     内面
(口縁部) 条痕文    ナデ

8 H2 深鉢
(縄文)

口縁部外面刻目突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

9 F2 深鉢

(縄文)

口縁部外面突帯 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

H2 浅鉢
(縄文)

c: 25 6 口縁部外面突帯 外面     内面
(口縁部)  ミガキ    ミガキ

反転復元

H2 鉢

文
深
縄

口縁部外面突帯

12～
13

深鉢

(縄文)

口縁部外面突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

深鉢

(縄文)

口縁部外面突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

12 深鉢
(縄文)

口縁部外面突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

Hl 深鉢

(縄文)

口縁部外面刻目突帯 外面     内面
(口縁部)  条痕文    ナデ
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

G2 深鉢
(縄文)

口縁部外面刻目突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(口縁部)

F2 深鉢

(縄文)

口縁部外面刻目突帯 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(胴部)

深鉢
(縄文)

頸部外面刻目突帯 外面

(胴部)    ナデ
面

デ

内

ナ

F2 深鉢

(縄文)

胴部外面刻目突帯

(胴部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

41-1 深鉢
(縄文)

c : 37 0 沈線文 外面     内面
(口縁部)2枚 貝条痕文  2枚 貝条痕文

ナデ     ナデ

反転復元

深鉢
(縄文)

c : 30 0 反転復元

深鉢
(縄文)

縄文 面
文

デ

外

縄

ナ

市四
ア^
本ア

内

ナ

ナ
(口縁部)
(頸部)

深鉢

(縄文)

縄文
沈線文

刻目突帯文

(胴部)

面
文

デ

外
縄

ナ

内面
ナデ

H2 深鉢

(縄文)

突帯文 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

G2 深鉢
(縄文)

(口縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

7 深鉢
(縄文)

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

頸部穿孔

深鉢

(縄文)

G3 深鉢

(縄文)

口縁部外面突帯

縄文 (口縁部)

(頸部)

面

デ
文

外

ナ
縄

市回
４ア
デ

内

ナ

ナ

深鉢
(縄文)

口縁部外面刺突文
口縁部外面刻目突帯 (回縁部)

面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ

F2 深鉢
(縄文)

沈線文 面

デ

外

ナ

面

デ

内

ナ(回縁部)

G2 深鉢
(縄文)

口縁端部刻目 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

12 深鉢

(縄文)

頸部外面突帯

縄文 (頸部)

面
文
外

縄

面

デ

内

ナ

耕
緻

外面     内面
(頸部)   ナデ     ナデ

2枚貝条痕文

指頭圧痕

深鉢

(縄文)

外面     内面
(頸部)   ナデ   2枚 貝条痕文

2枚貝条痕文

鉢

文
深
縄

外面     内面
(頸部)   ナデ     ナデ
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図版番号 出土地点 種 男u 法量 文 様 手 法 備 考

深鉢
(縄文)

外面     内面
(頸部)   条痕文    ナデ

H2 深鉢

(縄文)

縄文 面
文

外

縄

面

デ

内

ナ(頸部)

G3 深鉢
(縄文)

外面刺突文 外面     内面
(頸部)   ナデ     ナデ

深鉢

(縄文)

沈線文 外面     内面
(頸部)   ナデ     ナデ

42- 1 Ｈ

Ｉ

甕

(弥生)

c: 33 2 口縁端部束1突文 外面     内面
(口縁部・頸部)ハ ケロ ナデ、ハケロ
(】同部)   ハケロ    ナデ

反転復元

2 H3 甕

(弥生)

c: 23 8 口縁端部刺突文
沈線文

反転復元

3 12 甕
(弥生)

c: 12 8 沈線文 姉
ガ湘

内面

ハケロ
(口縁部)
(胴部)

反転復元

4 12 甕
(弥生)

列点文
沈線文

外面     内面
(頸部)   ハケロ    ハケロ

5 H2 空

(弥生)

沈線文
列点文

外面     内面
(頸部)   ミガキ    ナデ

6 G2 士霊

魅

羽状文
沈線文

外面     内面
(肩部)   羽状文    ナデ

7 H3 士
空

健

刻目突帯

8 G3 甕

(弥生)

沈線文 外面     内面
(胴部)  ハケロ   ハケロ

9 H3 甕
(弥生)

外面     内面
(胴部)   ナデ    ハケロ

H3 底部

(弥生) b:10 4

緬
ケヽロ
ガ

内面

(胴部)
(底部)

反転復元

11 底部

(弥生) b: 90

F2 底部

(弥生) b:15 8

外面     内面
(胴部)  ミガキ   ハケロ
(底部)   ケズリ    ナデ

反転復元

43-1 E3 甕

(弥生)

c: 26 0 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)   ハケロ    ハケロ

反転復元

甕
推

c:180
輌
ガ朔

面

デ

内

ナ(口縁部)

(胴部)

反転復元

3 11 甕

(弥生)

c: 17 6 口縁端部刻目
胴部列点文(貝殻文) 摘

ガ朔
嫡
ガ朔

(口縁部)
(胴部)

反転復元

Hl 霊

(弥生)

ci19 4 外面     内面
(口縁部)  ナデ    ハケロ
(胴部)   ハケロ     ナデ

反転復元
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

5

Ｅ

Ｇ

Ｉ

甕

(弥生)

ｃ

ｈ

ｂ

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ナデ、ハケロ  ナデ

反転復元

6 Hl 霊

(弥生)

列点文
押引文

外面     内面
(月同部)  ハケロ    ハケロ

ケズリ

7 霊

(弥生)

沈線文

押引文
列点文

(頸部)

面

デ

外

ナ 繭
ガ朔

8 H3 霊

(弥生)

押引文

列点文

9 H3 高郭

(弥生)

c: 26 0 口縁部凹線文 外面

(口縁部)  凹線文 緬ガ朔

反転復元

F2 高郭
(弥生)

c:166 口縁部凹線文(一条おき
に亥1目 )

外面

(口縁部)  凹線文
ナデ

肺
ガ朔

反転復元

C3 底部

(弥生) b:81

外面     内面
(胴部)   ナデ     ナデ
(底部)   ナデ    ケズリ

反転復元

Hl 底部

(弥生) bi 32

外面     内面
(胴部)   ミガキ    ケズリ
(胴部)   ナデ    ケズリ

反転復元

11 底部

(弥生) b:64

外面     内面
(胴部)   ミガキ    ナデ
(底部)   ナデ     ナデ

E2 底部

(弥生) b:48

外面     内面
(胴部)  ハケロ   ケズリ
(底部)   ナデ

Ｈ

Ｇ

底部
(弥生) b:44

外面     内面
(胴部)   ミガキ    ケズリ
(底部)   ナデ     ナデ

Gl 底部

(弥生) bi 42

外面     内面
(胴部)   ナデ     ナデ
(底部)   ナデ     ナデ

G2 高郭

(弥生) b:13 0

脚端部外側刻目 面

デ

外

ナ

内面

ケズリ

F3 底部

(不明) b:58

外面     内面
(底部)   ナデ   ケズリ、ナデ

44-1
Ｈ

Ｈ

Ｉ

甕
(弥生)

c: 33 3 口縁部凹線文 外面     内面
(口縁部)  凹線文    ナデ
(胴部)   ハケロ    ケズリ

反転復元

2 G2 霊

(弥生)

c: 37 8 口縁部擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

3 G2 鉢

(弥生)

c:132 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(1同部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

4 Gl 鉢

(弥生)

c:148 緬
ガ
ケヽロ
肺
ガ卿

(口縁部)
(胴部)

反転復元

5 F3 望

(弥生)

c:112 口縁部擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

6 Hl 空

(弥生)

ci14 2
(口縁部)
(頸部)

市ロ
デ

４ア

外

ナ

ナ

市回
Ａア
　デ

内

ナ

ナ

反転復元
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

7 12 霊

(弥生)

c:154 市回
一ア
ア^

外

ナ

ナ

繭
ガ卿

(□縁部)
(頸部)

反転復元

堕

(弥生)

c: 13 6 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(頸部)   ハケロ    ハヶロ

反転復元

9

Ｇ

Ｈ

Ｈ

甕
(弥生)

ci16 4 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(頸部)   ナデ    ハケロ

反転復元

Gl 甕

(弥生)

c : 19 8 外面     内面
(口縁部)  ナデ    ナデ
(胴部)   ナデ    ケズリ

反転復元

12 甕
(弥生)

c : 18 0 外面     内面
(口縁部)  ナデ    ナデ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

Fl 甕
魅

c:138 外面     内面
(口縁部)  ハケロ    ナデ
(胴部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

Fl 甕
(弥生)

c:156 擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ

ナデ

反転復元

H2 堕

(弥生)

c: 20 0 擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ

ナデ

反転復元

E2 甕
(弥生)

c:154 擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ
(胴部)   ナデ    ケズリ

反転復元

Fl 甕

(弥生)

c: 20 0 擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文   ミガキ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

45- 1 Gl 宣

(弥生)

c: 29 4 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

C2 甕
(弥生)

c:155 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ハケロ   ケズリ、ナデ

反転復元

F2 甕

(弥生)

ci16 0 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

4 H2 甕
(弥生)

c:154 擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ
(頸部)   ナデ

反転復元

5 Gl 甕
(弥生)

c:174 擬凹線文 外面     内面
(口縁部) 擬凹線文    ナデ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

6 Fl 鼓形器台
(弥生)

擬凹線文 外面 内面

(脚部)    ナデ
(底部)  擬凹線文   ケズリ

反転復元

7 Gl 甕

(弥生) c: 58

外面     内面
(1同部)  ハケロ   ケズリ

反鎌復元

46-ユ Gユ 甕

(土師器)

c: 25 5 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

2 Gl 甕
(土師器)

ci15 8 綾杉文(胴部上方)
胴部穿孔

外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)   ハケロ    ケズリ

3 Gl 甕

(土師器)

c:140 綾杉文(胴部上方) 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部) ハケロ、 ナデ  ケズリ

反転復元
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図版番号 出土地点 種 別 法量 文 様 手 法 備 考

4 Fl 甕

(土師器)

c:178 輌
ガ朔
楠
ガ卿

(口縁部)

(胴部)

反転復元

5 F2 甕

(土師器)

c:134 綾杉文(胴部上方) 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ハケロ   ケズリ、ナデ

反転復元

6 E2 望

(土師器)

c: 22 8 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ

反転復元

7 霊

(土師器)

c: 20 6 綾杉文(頸部)外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(頸部)   ナデ   ナデ、ケズリ

反転復元

8 Gl Eg

(土師器)

c:130 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(頸部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

47-1 E2 更

(土師器)

c:164 外面     内面
(口縁部)         ナデ

(頸部)   ハケロ    ナデ

反転復元

2
Ｆ
Ｆ 空

(土師器)

ci10 6 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)   ナデ    ケズリ

反転復元

3
●
Ｆ 長頸壺

(土師器)

c:150 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(頸部)   ナデ    ケズリ

反転復元

4 Gl 直口壷

(土師器)

c : 10 2

hi17 5
外面     内面

(口縁部)ナ デ、ハケロ ナデ、ハケロ
(1同部) ナデ、ハケロ ケズリ、ナデ

5 C2 甕

(土師器)

c:166 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(1同部)   ナデ    ケズリ

反転復元

6 Gl 低脚郭

(須恵器)

7 G2 低脚ヌ

(土師器) b:202

反転復元

高郭
(土師器) b:12 0

外面     内面
(脚部)  ハケロ    ケズリ
(底部)   ハケロ    ハケロ

反転復元

C3 甕

(土師器)

c:140 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)   ナデ    ケズリ

反転復元

C3 甕

(土師器)

c:160 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

13 甕

(土師器)

c : 18 4 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(胴部)  ハケロ    ケズリ

反転復元

頸部内面にヘラ状
工具による圧痕

F2 高郭

(土師器)

c:150 外面     内面
(口縁部)  ナデ     ナデ
(罫底部)  ハケロ    ナデ

反転復元

F3 高郭
(土師器)

外面     内面
(郭底部)  ハケロ    ナデ
(脚部)   ナデ     ナデ

14 Fl 高郭

(土師器) b:130

外面     内面
(郭底部)         ナデ

(脚部)  ハケロ   ナデ、ケズリ

郭

(土師質土器) bi 58

外面     内面
(体部)  回転ナデ   回転ナデ
(脚部)  静止糸切り

反転復元
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麟 出土地点 種 別 藤 文 藤 手 法 備 考

16

罫］
b1 4,2
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J風J

図版番号 出土地点 種 丹1 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g)

49-1 2区 磨製石斧 7.8 7.2 1.3 112.6

49-2 1区 磨製石斧 9.1 5。 3 3,1 228。 2

49-3 1区Fl 石 鏃 3.2 1.6 0.4 1.1

49-4 1区 石 鏃 2.3 1. 6 0.85 1.0

49-5 1区 13 石 鏃 3.1 0.5 1,3

49-6 1区 Fl 石 鏃 4. 8 1.7 0.35 3.4

49-7 1区 C2 石 鏃 3.2 1.6 0. 4 1.8

49-8 1区 不 明 3.0 2. 0 1.1 4. 8

49-9 1区 不 明 3.4 2.5 1.0 7.2

49-10 1区 不 明 3,9 2.2 1.3 9.1

49-11 1区 13 不 明 4. 8 3.0 1。 3 23.3

49-12 1区 13 不 明 3.7 3. 3 1.4 22.6
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図版 1

,欝韓将
三田谷4号墳検出状況
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図版2

三田谷4号墳 (南から)

三田谷4号墳 (南西から)
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図版3

鑑
三日谷4号墳横断土層 (西側)
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三田谷4号墳横断土層 (東側)
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図版4
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図版5

三田谷4号墳玄室 (南から)

三田谷4号墳玄室 (東から)

―-85-



図版6

三田谷4号墳石床

1牌

三田谷4号墳石室 (南から)
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図版7
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三田谷4号墳遺物出土状況 (東から)
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図版8
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三田谷4号墳玄室内遺物出土状況2
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図版10

三田谷5号墳検出状況
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三田谷5号墳縦断土層
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図版11
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図版12

三田谷5号墳石室 (南から)

三田谷5号墳石室 (西から)
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図版13

S101土層 (南東から)
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図版14
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図版15

2区調査終了後

三田谷4号墳 (上空から)
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図版16

Ⅷ

〆

1区調査風景 (北東から)

1区南壁土層図 (西から)
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